
令和７年度　評価項目の達成及び取組状況 出雲市立川跡幼稚園

学校関係者評価

達成及び取組状況 評　価 評　価
達成及び取組状況をふまえ、成果と課題等を明らかにし、自己評価する。
その際、必要に応じ、保護者アンケートの結果も含める。

評価基準により
段階評価を行
う。

評価基準により
段階評価を行
う。

自己評価及び学校関係者評価をふまえた改善策や次年度の目標を具体的に示す。

教育課程・指導 ①学年・学級経営
教職員は、教育目標の達成を目指し
た学級経営を行っているか。

〇年度当初、園長が職員と保護者に教育目標について説明し、担任は、学年の
努力目標を決め、幼児の遊び、基本的生活習慣、家庭との連携、人権同和教
育等についての重点項目や援助の方針について明確にした学級経営方針を４
月の学級懇談時に、保護者に説明している。

3 3

〇教育課程は、年度末に見直しを図り、次年度につなげていく。
〇担任は、月案や週案を保育補助教諭と共有し、保育の見通しについて伝える。
また、援助のあり方をクラス内の職員で相談する時間を設け、共通理解のもとで
保育実践を進めていく。

②幼児理解
教職員は、一人一人の幼児の発達の
姿から課題を捉えて保育を行ってい
るか。

〇担任は、幼児の興味関心や発達を捉え、月案や週案を作成している。また、
幼児についての情報を共有しながら、共通の方針で援助することができるように
ファイルを活用しながら進めている。
〇保護者とは、登降園時の会話や連絡帳、面談など通して日常的にやりとりを
し、密な連携に努めている。

3 4

〇終礼時には、その日の幼児の姿を語る時間も設け、実態についての共通理解
と多面的理解を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○計画的に園内研修会や「子どもを語る会」を設け、幼児が表す言動から内面を
読み取り、援助の方向性を職員間で話し合う機会を増やす。

③特別支援教育
特別な支援を必要とする幼児の実態
や課題を明確にし、計画的・組織的
に指導を行っているか。

〇入園前健康診断時や随時の保護者面談等を通して幼児の実態把握をし、安
心、安全に園生活を送るための援助について園内で協議して実践している。ま
た、よりよい援助について、市の巡回指導や療育機関等と連携を図ったり、市の
幼児教育指導員等による研修会に参加して資質向上に努めている。 4 3

〇様々な配慮が必要な幼児が増えているため、今後も適切な援助や支援体制
を職員間で話し合ったり、関係機関と連携したりしていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○幼児の早期支援に向け、市の巡回指導や幼児早期支援相談員への相談を密
にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇研修会に積極的に参加し、知識や技術等を園内の教職員で共有し、資質向
上に努める。

④人権・同和教育
教職員は、自らの人権感覚を磨き、
幼児に人権意識の芽生えを培うよう
に配慮しているか。

○遊びの後のクラスでの振り返りや話し合いを継続し、一人一人の思いや考えを
尊重する学級経営を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇幼児同士の関わりの中で起こるトラブルについて、すぐに対応すると共に、一人
一人の思いを互いに尊重することができるように指導したり、職員間で情報共有
をしたりしている。また、人権や生命尊重に関わる「にじいろ絵本」コーナーの絵本
を選書したり、読み聞かせを継続したりしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇職員研修で市の啓発指導員を招いて研修をしたり、コミセンや市役所、中央・
塩冶集会所等での研修へ参加したりして、職員の人権感覚を磨くようにしてい
る。

3 3

○引き続き、飼育や栽培活動などを通して、生命あるものを大事にしようとする心
を育てる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○学級の集まりや遊んだ後の「お話タイム」では、一人一人の幼児の思いを交わし
合えるように教師が代弁しながら仲立ちをしたり、友達のいろいろな感情を理解し
やすいようにイラストカードを取り入れたりしながら支える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇地区の人権同和教育推進協議会と連携を取り、人権・同和教育を視点にした
保育公開や保護者研修会や教職員研修会を今後も実施する。

⑤行事
教職員は、行事を幼児の発達を促す
機会と捉え、工夫、改善している
か。

〇行事の精選をしながら、行事ごとにねらいを立て、それを実現するために内容
や実施方法などを考える。また、幼児が意欲的、主体的に取り組み、満足感や
達成感が感じられるように、季節感や伝統文化を感じる行事や、幼児の興味や
関心に沿った行事の実施をした。また、行事後は、保護者から感想を募ったり、
職員で反省を残したりし、次年度へ活かすようにしている。

4 4

〇一つ一つの行事が幼児の育ちにつながるようにし、教育課程の期のねらいとも
照らし合わせ、内容を検討していく。                                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
〇保護者には、行事に向かう過程、やり遂げたことで育つ心情・意欲・態度につい
て伝えていく。

⑥保幼小連携
近隣の小学校等との連携を密にし、
なめらかな接続に努めているか。

〇小学校の校庭のフェンス沿いで幼児に生き物探しや遊具での遊びをさせてい
ただいたり、校内音楽発表会で年長児も鑑賞させていただいたりする。夏季研修
では、校区内の保幼小で互いの接続期カリキュラムを持ち寄り、情報交換をして
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇年中児発達相談事業育ちの応援シートを実施し、小学校と共有する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇三中校区一斉取り組み「元気もりもりチャレンジ」を実施した。また、第三中学
校や北陵中学校の保育体験を受け入れる。

3 3

〇今後も小学校に近い立地の特性を生かした保育を計画していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇鳶巣幼稚園や北陽小学校校区内の保育園、幼稚園との交流は、前年度の反
省を活かして今後も事前事後に協議をし、互恵性のある交流会にする。                                                                                                              

家庭・地域との連携 ⑦家庭・地域との連携
幼稚園と保護者、幼稚園と地域（未
就園児等）との協力関係はできてい
るか。

〇愛育会（ＰＴＡ）や白鳥クラブ（交通安全組織）と連携し、園経営を進めている。 
また、来年度の保護者会組織について、より保護者が参加しやすいようにアン
ケートを取り、会則の変更をすることとなる。                                                                                                                                               
〇保護者による誕生会のお楽しみ等、保護者が活躍する場や、保育公開日に
親子運動遊びの機会を設ける。                                                                                                        
〇田畑での栽培活動にあたっては、地域の指導者と継続的に関わる場を計画
し、地域で豊かな自然体験や感動体験ができるようにしている。          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                      
〇未就園児ひよこ学級を、今年度から０歳児から受け入れ、他地域からの参加
も受け入れる。年回８回のうち、１回は３日間連続で幼稚園開放日として受け入
れる。ポスターやホームページ、地域回覧等で周知する。

3 4

〇来年度は愛育会活動に白鳥クラブの活動を吸収し、役員数や活動内容を精
選し、保護者が参加しやすいようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇幼児の体験活動に保護者も参画する機会を引き続き工夫していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇地域に根ざし、地域の特色や住民との関わりを積極的に取り入れた保育活動
を進めるとともに、幼稚園の魅力を感じていただけるように、引き続きＰＲに努め
る。（ホームページ、地域回覧、掲示など）

研修 ⑧研究・研修

教職員一人一人が、園内外の研究・
研修の機会を自己研鑽の場として受
け止め、進んで研究・研修に取り組
んでいるか。

〇研究主題（１年次）であり、幼児の実態把握をした上で、研究構想を立案す
る。自分の思いの表出や、友達との思いの伝え合いを支えていくために、記録会
をして教師の援助について協議をする。また、７月の園内研修には、市の幼児教
育指導員、近隣の小学校や保育園職員、人権同和教育推進協議会役員を招
き、幼児の姿を多面的に捉え、意見交換をする。　　　　                                                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇市内幼稚園の保育研究会に積極的に参加する。

3 3

〇年度末には、研究の取り組みについて省察し、次年度の方向性を見出す。
〇「子どもを語る会」の実施や、事例研究などを進め、幼児理解や環境の構成の
工夫などについて教職員一人一人が資質向上していけるようにする。

組織運営 ⑨園務
教職員は、他教職員と協働し、計画
的に園務を遂行しているか。

〇行事内容や事務内容を精選し、必要な体験活動を残すと共に、効率よく園務
を進めていくようにする。また、文書作成や会計処理の担当業務を行っている。
また、ペーパーレスに努め、配布物の精査をし、メールやボードも活用している。
〇会計処理は遅滞せずに行い、月末には園務の進捗を確認している。

3 3

〇各職員が、園務分掌や行事予定から準備計画を立て、期限を意識して進めら
れるようにする。職員間で進捗状況を確認し合い、計画的、協力的に行っていけ
るようにする。

安全管理・保健管理 ⑩危機管理
園の危機管理及び幼児の安全や衛生
の管理体制を全教職員が理解し、適
切な対応に努めているか。

〇年度当初、防災計画や危機管理マニュアルを作成し、職員の共通理解を図
る。緊急時引き渡し訓練は、緊急時を想定し、園庭に自家用車乗り入れの訓練
をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○園舎内外で起きた幼児のけがや、重大な事故につながりかねなかった出来事
を「ヒヤリハット地図」に記載し、報告や分析、情報共有をし、けがや事故の防止
をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○学期始めや適時に全園児に遊具の安全な使い方などの指導をする。また、年
３回の避難訓練、かわと交番・地区交対協の協力を得て交通安全教室、子ども
安全センターより講師を招いて防犯教室を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○日本赤十字社島根県支部より講師を招き、希望保護者と全職員を対象とし
て、幼児の救急法を研修する。

3 4

〇避難訓練や防犯教室などの行事後には振り返りをし、さらに適切な対応につな
がる方策を見出すようにする。また、年度末には、マニュアルや安全計画の見直
しをする。
〇遊具や道具の安全な使い方や遊び方などを継続して指導し、けがや事故を未
然に防ぐための安全教育をさらに行っていく。

教育環境整備
⑪園地・園舎・遊具等
の施設・整備

園地・園舎・遊具等の施設・設備を
定期的に点検し、必要な改善・管理
を行っているか。

〇毎月１回、園舎内外の遊具や施設、樹木、保健庫（医薬品）の安全点検を複
数の職員で行い、職員間で情報共有する。遊具等の危険箇所の程度により、職
員で早急に補修、あるいは市役所教育施設課に相談し、業者による点検や補修
を依頼して速やかな修繕につなげている。　　　

3 3

〇定期的な安全点検と共に、日常的に園舎内外の安全点検、また風水害などの
災害時の園舎被害状況の確認を行う。市の担当課への相談を迅速にし、修繕に
つなげるようにする。

※評価基準　４：十分達成している　３：概ね達成している　２：改善を要する部分がある　１：大いに改善を要する

自　己　評　価

分　　野 評価項目 評価の着眼点

　評価結果を踏まえた今後の取り組み


